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29.イ タ リア ンライグラ ス冠 さび病菌 に寄生 す る
'arf′
θa菌 柄胞 子 の大量培養 法

[要 約 ]

イタ リア ンライグラス等 イネ科植 物の冠 さび病菌 に寄生 す る糸状 菌 (∂ arJυθa  F」 ピ

υ″ BivOna―Bernardi ex Fr.)を 分離 し、 その培養及 び柄 胞子形 成条件 を明 らか に

した。そ して、 生物 防除に利用 す るため その柄 胞子大量培養 法 を開発 した。
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[背 景・ね らい ]

牧 草類 で は経 済性、 安全性 の観点 か ら病 害 防除 のため に有機 合成農 薬の散布は行 わない

イタリアンライク
｀`
ラスの最 重要 病 害であ る冠 さび病 を対象 に生物 防除法 の研究 を行 い、冠 さび病 菌

寄生 す る糸状菌 (,arhca Ff・ 拘″)を 見 いだ した。そ こで、 本菌 の培養法、特 に柄 胞子の

大量培養法 を確 立 して本菌利 用に よ る生物 防除法 の開発 をめ ざす。

[成 果の内容・特徴 ]

①平成 3年 に山田県内 3か所 よリイタリアンライク
｀`
ラス等のさび病菌夏胞子堆 内に柄子殻を形成 し

いる糸状菌を収集・分離培養 し、形態的特徴か ら
'aH 
υθa Fゴカ″と同定 した。

②本菌の菌糸生育にはオー トミール培地が適 してお り、生育温度範囲は4～ 30°C、  適温

22.5°Cで あった (図 1)。 柄胞子は自色蛍光灯照射下でオー トミール培地またはV-8

ュース培地上で 15ま たは25℃ での培養 によ り多量に形成 したが柄胞子数は菌株によ り異な

た (図 2)。 大量 の柄胞子 を得 るためには前培養の柄胞子 を、 これ らの培地 に数 回画線

して培養 す る。

③培養して得られた柄胞子はイタリアンライク
｀`
ラス、エンハ
｀`
ク、ケンタッキープルーク

｀`
ラスの冠さび病夏胞子堆に

寄生した (図 3)。

④本菌柄胞子散布によるイタリアンライグラス冠さび病の生物防除試験の結果、柄胞子散布区では発

病の低下が認められた (表 1)。

[成 果の活用面 。留意点 ]

①重複寄生菌利用による各種冠さび病の生物防除に関する試験研究に活用できる。

②冠さび病の生物防除にクa″ Jca菌 を利用するためには、更に効果を上げるための検討が必

要 であ る。
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図 2.菌 株別 の柄胞子形成数
(白 色蛍光灯 下 ,30日 間培養 )

表 1.′′rルθ′ /'″ 〃Fの 柄胞子等 の散布
によるイタl′Iア ンライグラス冠 さび病 の防除試験

処 理 の種類 発病度

DA

柄 胞子 3回 散布

柄 胞子 1回 散布

菌 体  1回 散布
無  処  理
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[そ の他 ]

研究課題 名 :牧 草及 び飼料作 物病害 の防除 に関す る研 究 (ライク
｀`
ラス類冠 さび病の生物 防除 )

予算 区分  :指 定試験            研 究期 間  :平 成 5年 度 (平成 1～ 5年 )
研究担 当者 :宮 川久義、 井上 興、村本和之
発表 論文等 :宮 川、 井上 (1993):ラ イグラス類冠 さび病菌 の重複寄生 菌

'arf′
Ca F″ υ″の

分離及 び柄胞子形成法、 日植病報、 59巻 1号、 75頁 (講 要 )
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